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い
わ
ゆ
る
足
利
事
件
に
つ
い
て
の
検
察
庁
に
よ
る
謝
罪
等
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

一
九
九
〇
年
、
栃
木
県
足
利
市
で
当
時
四
歳
の
女
児
が
殺
害
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
足
利
事
件
で
容
疑
者
と
さ
れ
、
無
期
懲
役
が

確
定
し
、
服
役
中
だ
っ
た
菅
家
利
和
さ
ん
が
、
女
児
の
下
着
に
付
着
し
て
い
た
体
液
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
型
が
菅
家
さ
ん
の
も
の
と
は
一

致
し
な
い
と
の
鑑
定
結
果
が
出
た
こ
と
を
受
け
、
本
年
六
月
四
日
、
千
葉
刑
務
所
か
ら
釈
放
さ
れ
た
。
同
月
十
日
、
最
高
検
察

庁
の
伊
藤
鉄
男
次
長
検
事
は
、
午
後
三
時
半
か
ら
開
い
た
記
者
会
見
に
お
い
て
、
「
真
犯
人
と
は
思
わ
れ
な
い
人
を
起
訴
し
、

服
役
さ
せ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
大
変
申
し
訳
な
い
こ
と
を
し
た
と
思
っ
て
い
る
」
と
、
菅
家
さ
ん
に
対
し
て
謝
罪
す
る
言
葉
を

述
べ
た
と
承
知
す
る
。
右
と
「
前
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
七
一
第
五
三
八
号
）
を
踏
ま
え
、
再
質
問
す
る
。

一

前
回
質
問
主
意
書
で
、
当
時
の
栃
木
県
警
の
非
人
道
的
な
取
り
調
べ
に
よ
り
自
白
を
強
要
さ
れ
た
こ
と
や
、
現
在
の
技
術

と
比
較
し
て
遙
か
に
精
度
の
劣
る
当
時
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
の
結
果
に
よ
り
犯
人
と
さ
れ
、
当
時
の
検
察
に
よ
り
起
訴
さ
れ
、
十

七
年
以
上
に
も
渡
り
人
生
の
貴
重
な
時
間
を
奪
わ
れ
た
菅
家
さ
ん
に
対
す
る
検
察
庁
と
し
て
の
謝
罪
が
、
な
ぜ
検
察
庁
と
い

う
組
織
の
長
で
あ
る
検
事
総
長
で
は
な
く
、
検
事
総
長
の
下
位
に
位
置
す
る
次
長
検
事
と
い
う
立
場
に
あ
る
者
に
よ
っ
て
行

わ
れ
た
の
か
と
問
う
た
と
こ
ろ
、
「
前
回
答
弁
書
」
で
は
「
検
察
当
局
に
お
い
て
は
、
最
高
裁
判
所
で
無
期
懲
役
が
確
定
し

て
い
る
事
件
に
つ
き
、
刑
の
執
行
停
止
に
よ
り
受
刑
者
を
釈
放
す
る
に
至
っ
た
事
態
を
重
く
受
け
止
め
、
御
指
摘
の
発
言
を
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次
長
検
事
が
行
う
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
判
断
し
た
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
同
じ
く

「
前
回
答
弁
書
」
で
は
、
最
高
検
察
庁
に
お
け
る
検
事
総
長
と
次
長
検
事
の
地
位
に
つ
き
、
「
検
察
庁
法
（
昭
和
二
十
二
年

法
律
第
六
十
一
号
）
第
七
条
の
規
定
に
よ
り
、
検
事
総
長
は
、
最
高
検
察
庁
の
長
と
し
て
、
庁
務
を
掌
理
し
、
か
つ
、
す
べ

て
の
検
察
庁
の
職
員
を
指
揮
監
督
す
る
こ
と
と
さ
れ
、
次
長
検
事
は
、
検
事
総
長
を
補
佐
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
」

と
、
検
察
庁
の
ト
ッ
プ
は
検
事
総
長
で
あ
り
、
次
長
検
事
は
そ
れ
を
補
佐
す
る
立
場
に
あ
る
旨
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。

検
察
庁
と
し
て
、
菅
家
さ
ん
が
釈
放
さ
れ
た
と
い
う
事
態
を
重
く
受
け
止
め
て
い
る
の
な
ら
、
検
事
総
長
を
補
佐
す
る
次
長

検
事
で
は
な
く
、
「
最
高
検
察
庁
の
長
と
し
て
、
庁
務
を
掌
理
し
、
か
つ
、
す
べ
て
の
検
察
庁
の
職
員
を
指
揮
監
督
す
る
」

検
事
総
長
こ
そ
が
、
菅
家
さ
ん
に
対
す
る
謝
罪
を
行
う
の
が
当
然
の
筋
で
は
な
い
の
か
。

二

検
察
庁
と
し
て
、
「
御
指
摘
の
発
言
を
次
長
検
事
が
行
う
こ
と
が
適
当
で
あ
る
」
と
、
検
事
総
長
で
は
な
く
次
長
検
事
が

菅
家
さ
ん
に
謝
罪
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。
検
察
庁
が
そ
の
様
な
判
断
を
下
し
た
経
過
も

含
め
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

三

前
回
質
問
主
意
書
で
、
法
務
省
と
い
う
組
織
に
お
い
て
、
法
務
大
臣
と
検
事
総
長
は
ど
ち
ら
が
上
位
に
あ
る
か
と
問
う
た

と
こ
ろ
、
「
前
回
答
弁
書
」
で
は
「
法
務
省
は
、
法
務
省
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
九
十
三
号
）
第
四
条
の
規
定
に
よ

二



り
、
『
検
察
に
関
す
る
こ
と
』
を
つ
か
さ
ど
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
そ
の
所
掌
事
務
の
範
囲
内
で
、
国
家
行
政
組

織
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
号
）
第
八
条
の
三
に
規
定
す
る
『
特
別
の
機
関
』
と
し
て
、
法
務
省
設
置
法
第
十
四

条
の
規
定
に
基
づ
き
、
検
察
庁
法
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
検
察
庁
が
置
か
れ
て
い
る
。
法
務
大
臣
は
、
国
家
行
政
組
織

法
第
十
条
の
規
定
に
よ
り
、
法
務
省
の
事
務
を
統
括
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
検
事
総
長
を
含
む
検
察
官
の
事

務
に
関
し
検
察
官
を
一
般
に
指
揮
監
督
す
る
権
限
を
有
す
る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
森
英
介
法
務
大
臣
は
、
右

答
弁
の
規
定
に
あ
る
通
り
、
検
察
官
を
十
分
に
指
揮
監
督
で
き
て
い
る
か
。

四

前
回
質
問
主
意
書
で
、
検
事
総
長
の
任
に
就
く
者
の
要
件
と
し
て
、
健
康
で
あ
る
こ
と
は
求
め
ら
れ
る
か
と
問
う
た
と
こ

ろ
、
「
前
回
答
弁
書
」
で
は
「
お
尋
ね
の
『
健
康
で
あ
る
こ
と
』
の
意
義
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
検
事
総
長
の

任
命
は
、
検
察
庁
法
等
関
係
法
令
に
基
づ
い
て
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
健
康
の
定
義

に
つ
い
て
、
「
前
回
答
弁
書
」
で
は
「
例
え
ば
、
『
身
体
に
悪
い
と
こ
ろ
が
な
く
心
身
が
す
こ
や
か
な
こ
と
。
達
者
。
丈

夫
。
壮
健
。
ま
た
、
病
気
の
有
無
に
関
す
る
、
体
の
状
態
。
（
出
典

広
辞
苑
）
』
を
意
味
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
」

と
さ
れ
て
い
る
が
、
検
事
総
長
の
任
に
就
く
者
の
要
件
と
し
て
、
身
体
に
悪
い
と
こ
ろ
が
な
く
心
身
が
す
こ
や
か
で
あ
る
こ

と
、
達
者
、
丈
夫
、
壮
健
で
あ
る
こ
と
は
求
め
ら
れ
る
か
。

三



右
質
問
す
る
。

四


